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寄書

魚礁に関する文献集（その 6)

井 上 進＊

ひきつづき，魚礁に関する文献を掲げる．表示の方法は，概ね前報（魚礁に関する文献集（その5),

応用力学研究所所報，第57号，昭和57年， 頁699-718) と同じである． 若干の変更点のみを下に挙

げる．

(1) 雑誌等に掲載された文献に対して，従来はその第 1頁の所在を示すにとどめたが，本報では，

第1頁ー最終頁 という形式に改めて，文献としての大小を一目して明らかならしめた．

(2) “昭和00年度事業報告’'という表題の文献には，しばしば発行年が明示されていないものが

見受けられる．その様なものに対して，従来はその（予算）年度の終了後直ちに（次年度の初めに）発

行されたものと仮定して整理を行なった．（例えば，“昭和45年度事業報告’'とのみ記されて，発行年の

記載のないものについては，昭和46年中に発行されたものと推定して整理した．）しかしながら，この

推定にはとくに根拠がないので，本報では，発行年の明記されているものは，従来通り，文献表題のあ

とに（発行年）としてそれを掲げ， また単なる推測によるものは，（（発行年））として，両者の区別を明

らかにしたなお発行年には従来通り西歴による表示を採用した．

(3) 水産試験場から発行された事業報告類には，表紙の上方に大きく‘‘事業報告’'と記し，下方に

小さく “00水産試験場”と印刷されたものと，両者を併せた形で大きく ‘‘00水産試験場事業報告”

と印刷されたものとの 2種類が見受けられる．従来はこれらを区別することなく，簡単のため後者の記

載法に統一して表示したが，本報ではこれらを区別した．即ち，後者はそのまま．前者については，文

献の種類は単に“事業報告”とし，文献表示の終りに 00水産試験場発行 と註記して，その文献の

実状に近づけるように努めた．
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